
おたずね／商工振興課　TEL ２１－６５４１

　市では、出雲の認知度やイメージを高めることがで
きる商品を「出雲ブランド商品」として認定しています。
　企業の想いとともに商品の魅力をお伝えします。

お客様からの反応はいかがですか？
「満足　出雲ソフト」はどのような商品ですか？

出雲ブランド商品ホームページ
検索出雲ブランド詳しくはホームページ

をご覧ください。

他社製品と比べ優れている点を教えてください。
　「出雲ソフト」を使用し柔ら
かくて肌触りの良い生地に仕
立てました。とても優しい着
心地で、吸水性も高いので、季
節を問わず快適に着用いただ
けます。特別なこだわりの綿
素材「出雲ソフト」の特徴のひ
とつでもある、洗えば洗うほ
ど柔らかくなる生地の風合も楽しめます。化学繊
維が苦手な方や肌が敏感な方にもおすすめです。

　お客さまからは「着てみてびっくり！とっても
ふわっふわで気持ちいい！」「柔らかいガーゼにふ
んわりと包まれる感覚です。」「洗うたびにさらに

ふっくらするようで、一度洗
濯しましたが確かに少し
ふっくら！毎日着用して更
にふわふわに育てたくなる
インナー」といったお声をい
ただきました。

市内で生産される綿素材「出雲ソフト」を使用し、
福助株式会社が企画開発した肌着製品「満足　出
雲ソフト」をご紹介します。

　こだわりの綿素材「出雲ソフト」に毛羽立ち抑えたなめらか
な「コーマ糸」をブレンドし生まれた福助オリジナルの生地
（ベア天生地等）を使用したインナーウエアです。この生地を
使用することで、より滑らかで柔らかく、ずっと触れていたく
なるような肌着となりました。カップ一体型のインナータン
クトップや各種袖丈のインナートップス、ショーツ等が揃い
ます。「出雲ソフト」は、創業59年の歴史を持つKBツヅキ株式

会社様の出雲工場
にて、長い時間を
掛け温湿度管理
された希少な綿
「熟成綿」を独自の
技術で紡績して生
まれた至福の綿糸
です。

おたずね／文化財課　TEL ２１－６８９３

　日本遺産「日が沈む聖地出雲」の構成文化財でもある国宝「白糸縅鎧」（日御碕神社所有）は現在、東京国立博物
館に寄託保管されています。このたび、奈良県の春日大社で展示されることになりました。
　出雲市では、春日大社での「大鎧展」に併せ、出雲弥生の森博物館
でも関連した展示を行います。

令和7年7月5日（土）から9月7日（日）
春日大社 国宝殿（奈良県奈良市春日野町160）
「国宝大鎧の双璧」と評される奈良・春日大社の赤糸威大鎧と、青森・
櫛引八幡宮の赤糸威鎧のほか、日御碕神社所有の国宝「白糸縅鎧」
など、国宝指定の甲冑類18点のうち半数の9点を展示。

令和7年11月26日（水）から令和8年3月9日（月）
出雲弥生の森博物館 ２階 テーマ展示ギャラリー 
江戸時代における日御碕神社御造営や国宝「白糸縅鎧」の修復に
ついて紹介します。

開催日

場　所

みどころ

開催日

場　所

みどころ

出雲弥生の森博物館２０２５年ギャラリー展　
　　　 パネル展「日御碕神社と徳川家光・松平治郷」

春日大社「大鎧展」

開催
案内

大鎧展の詳細はこちらから▲

※時期により扱いのない
　色・型があります。

「復元品」「復元品」
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出雲弥生の森博物館
開館時間　９：00～17：00（入館は16：30まで）
休 館 日　火曜日（祝日の場合は翌平日）・年末年始

よすみちゃんみすよちゃん

〒693-0011 大津町2760
TEL 25－1841 FAX 21－6617 

入館料・観覧料   無料
出雲弥生の森博物館 検索

出雲弥生の森博物館情報

　旧海軍大社基地の設営を担っ
た第338設営隊の戦時日誌か
ら、基地設営の実態に迫ります。

　島根県内の弥生時代の青銅器
が大集合します。また荒神谷２号
鐸と兄弟の京都府梅ヶ畑銅鐸が
19年ぶりに当館に来館します！！
　この機会に青銅器の魅力をご
堪能ください！ 　荒神谷遺跡から銅鐸と銅矛が発見されて

40年。「あの感動」を写真で振り返ります。現
在開催しています「里帰り！国宝青銅器展」
と合わせてご覧ください。

開催中～9月8日（月）

8月3日（日）関連講演会

夏季企画展

体験教室

◆定　員／各回80人　◆受講料／各回300円
◆申　込／電話・FAX・メール

奈良時代の鹿蔵山遺跡
～砂に埋もれた謎に迫る～
奈良時代の鹿蔵山遺跡
～砂に埋もれた謎に迫る～
奈良時代の鹿蔵山遺跡
～砂に埋もれた謎に迫る～

古代の鬼瓦をつくろう！古代の鬼瓦をつくろう！古代の鬼瓦をつくろう！

出雲市大社町・鹿蔵山遺跡
～砂に埋もれた奈良時代の謎～
出雲市大社町・鹿蔵山遺跡
～砂に埋もれた奈良時代の謎～
出雲市大社町・鹿蔵山遺跡
～砂に埋もれた奈良時代の謎～

メールアドレス  yayoi@city.izumo.shimane.jp

■特別講演会 第235回 7月19日(土) 13：30～15：00
◆講　師／平野芳英・杉岡直子（NPO法人出雲学研究所）
◆受講料／300円　　◆事前に会員登録必要
◆会　場／荒神谷博物館 交流学習室

◆講　師／坂川　幸祐 氏 （島根大学法文学部）　◆要申込　
◆演　題／｢弥生時代並行期のユーラシア草原の青銅器文化について｣
◆資料代／ 300円　◆会　場／荒神谷博物館 交流学習室　　　 

※最新情報はホームページをご覧ください。

〈お問合せ・お申込み〉
〒699-0503 斐川町神庭873-8
TEL 72－9044 FAX 72－7695

開館時間 9：00～17：00（入館は16：30まで） 
休 室 日　7月1日（火）、15日（火）、22日（火）、29日（火）
展示替え　7月6日（日）～11日（金）

荒神谷博物館 検索
Archaeological Museum of Kojindani
荒神谷博物館

荒神谷博物館情報

■風土記談義 7月20日(日) 10：00～11：30

【ただ今 里帰り中の青銅器】

「しまねだョ！弥生の青銅器大集合！」「しまねだョ！弥生の青銅器大集合！」
7月12日（土）～8月31日（日）特別展

フォトクラブ
ひまわり写真展
フォトクラブ
ひまわり写真展「第13回おらが自慢の逸品」「第13回おらが自慢の逸品」

開催中～7月21日（月・祝）ホール展

「荒神谷発掘ドキュメントパネル展」「荒神谷発掘ドキュメントパネル展」
7月26日（土）～9月8日（月）ホール展

・銅剣（A25､A26､A27）　
・６号銅鐸
・1５号銅矛、1６号銅矛 　
※7月28日まで

【ギャラリートーク】
７月21日（月・祝）、８月16日（土）

◆定員/80人 ◆受講料/無料 ◆申込/電話・FAX・メール

14：00～16：00

8月2日（土）10：00～11：30

　

！注目ポイント！「刻みのある銅鐸」
６号鐸のヒレ部分には刻んだような痕があり
ます。同じ鋳型で作られた兵庫県松帆の銅鐸
にはこのような刻みは見られません。なにが
あったのでしょう。

7月2日（水）～9月1日（月）ギャラリー展

いつまでも戦後でありたい2025
『第338設営隊戦時日誌』

～旧海軍大社基地をつくった部隊の記録～

いつまでも戦後でありたい2025
『第338設営隊戦時日誌』

～旧海軍大社基地をつくった部隊の記録～

いつまでも戦後でありたい2025
『第338設営隊戦時日誌』

～旧海軍大社基地をつくった部隊の記録～

第2回

第3回

オンライン
配信あり

講師／髙橋　周（博物館学芸係）

7月12日（土）14：00～16：00

講師／黒田 祐介(埋蔵文化財２係)

講師／三原 一将(文化財課　主査)

7月19日（土）14：00～16：00　

「旧海軍大社基地の設営記録を読む」

「旧海軍大社基地の調査と平和学習」

観覧
無料

オンライン
対応可能

10時から

【ギャラリートーク】

７月12日(土)、８月23日(土)
無料・申込不要10時から

◆定員/20人　◆受講料/無料　
◆申込/電話・FAX・メール

職員リレー講座

無料・申込不要

特別展関連行事特別展関連行事特別展関連行事 弥生の舞　  9：00   展示解説　  9：45

兄
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国宝：荒神谷２号鐸▶
（文化庁所蔵、島根県立古代出雲歴史博物館提供）

「なになに なにがでた！？」
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